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１．�2023年米地方銀行連鎖破綻の振り
返り

　2023年３月に米国で発生した相次ぐ地方銀行

（シリコンバレーバンク（以下、SVB）、シグネ

チャーバンク（以下、SBNY）、ファーストリパ

ブリック・バンク（以下、FRC））の破綻は、い

まだ記憶に新しい。これらは久方ぶりに米国で発

生した比較的大規模な銀行破綻（SVB、SBNY、

FRCの資金規模は、それぞれ全米16位、29位、

14位）であったことに加え、預金流出スピード

の異常な速さ（SVBの場合、わずか２日間で全預

金の85%程度が流出した可能性＜２日目は引き出

し予定額＞が指摘されている）から、金融関係者

にとっては再び金融危機発生を想起させるショッ

キングな事件であった。また、このケースでは、

危機に直面した銀行が地方銀行であったにもかか

わらず、経営危機を放置しておけば米国の金融シ

ステム全体を揺るがすとの見方が強まり、結局

SVBとSBNYに対し米当局は預金の全額保護を打
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　2023年３月に米国で発生した大手地方銀行の連鎖破綻は、金利が突然上昇する局面における銀行経営の脆弱
性をまざまざと見せつけた。本稿では、米地方銀行が破綻した要因に関し、特に金利上昇のインパクトに焦点を
当てながら改めて振り返ると同時に、現在金利が急上昇する日本において、米地方銀行が破綻した要因に係る本
邦地方銀行（注１）の状況を確認する。さらに、今後の財務状況変化に係るシミュレーションも行いながら、地方銀
行や当局が汲むべき教訓を考える。
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